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　１月８日㈰にベルフォーレで成人式が開催されました。会場では写真を撮ったり、
数年ぶりの友人や恩師との再会を喜んだりする新成人の姿が見られました。（詳細は
16ページ）

決意を胸に、新たな一歩を！　成人式開催
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町
は
第
４
次
長
泉
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
安
全
で
安
心
な
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、そ
の
一
環
と
し
て
、地
域
住
民
と
町
職

員
が
道
路
な
ど
の
危
険
箇
所
を
確
認
し
、そ
の
解
決

方
法
を
検
討
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
で
地
域
の
課

題
を
解
決
す
る「
生
活
空
間
満
足
度
向
上
事
業
」の
モ

デ
ル
地
区
に
納
米
里
区
を
指
定
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
組
織
の
枠
を
超
え
た
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
地
域
と
行
政
と
の
繋
が
り
の

重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と
や
、
地
域
の
課
題
を
共

有
し
、
そ
の
解
決
方
法
を
習
得
す
る
た
め
、
若
手
職

員
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
職
員
の
人
材
育
成
を
図
り
な

が
ら
事
業
を
推
進
し
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
、
モ
デ
ル
事
業
で
実
施
し
た
内
容
を
検

証
し
た
上
で
、
新
た
な
区
域
を
重
点
地
区
に
指
定
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

取
り
組
み
の
流
れ

　

①
ま
ち
歩
き

　

�　
昼
間
と
夜
間
、
地
域
住
民
と
町
職
員
が
区
域
内

を
歩
き
、
地
域
の
課
題
を
点
検
・
確
認
し
ま
す
。

　

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

�　
確
認
し
た
課
題
な
ど
の
改
善
方
法
を
検
討
し
、

地
域
住
民
と
町
な
ど
が
取
り
組
む
べ
き
内
容
を
確

認
し
ま
す
。

　

③
ま
ち
を
カ
イ
ゼ
ン

　

�　
地
域
住
民
と
町
な
ど
が
一
体
と
な
り
、
課
題
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
北
中
学
校
周
辺
を
モ
デ
ル
地
区
と
し

ま
し
た
。当
区
域
内
に
保
育
園
と
中
学
校
が
あ
り
、

小
・
中
学
校
の
通
学
路
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
周
辺

地
域
が
ゾ
ー
ン
30
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
こ
の
区
域
を
含
め
た
範
囲
を
対
象
に
設
定

し
、
Ａ
班
と
Ｂ
班
に
分
け
ま
し
た
。

区
域
の
設
定

Ａ班Ｂ班
北中学校

聖心保育園
ゾーン30区域

まちなか　カイゼン
Before＆ After
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実
施
日
／

　
平
成
28
年
７
月
23
日
㈯
（
昼
間
）、
24
日
㈰
（
夜
間
）

　
参
加
者
が
２
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、
区
域
内
を
歩
き
、
現
状

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、写
真
撮
影
を
し
な
が
ら
、課
題
を「
ま

ち
歩
き
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
に
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
普
段
、
何
げ
な
く
通
っ
て
い
る
道
路
の
安
全
性
や
見
通
し
の

悪
い
交
差
点
、
消
え
か
け
て
い
る
道
路
標
示
な
ど
、
子
ど
も
や

高
齢
者
な
ど
の
視
点
で
調
査
し
ま
し
た
。

実
施
日
／
７
月
30
日
㈯
（
昼
間
）

　
ま
ち
歩
き
で
確
認
し
た
課
題
に
対
し
て
緊
急
度
、
実
施
時
期
、
実
施
主
体
を
中
心
に
議
論
し
、
住
民
、

町
、
事
業
所
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
決
め
ま
し
た
。

・
住
民
の
役
割
／
除
草
作
業
、
回
覧
板
で
の
交
通
ル
ー
ル
周
知
な
ど

・
町
の
役
割
／
道
路
標
示
の
修
繕
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
、
道
路
の
段
差
解
消
な
ど

・
事
業
所
の
役
割
／
樹
木
の
剪
定
な
ど

①
ま
ち
歩
き

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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カーブミラーが無く見通しが悪
い。

左右注意の道路標示が消えてい
る。

道路に段差があり、歩行者など
の通行の妨げになっている。

ごみボックスが小さい。ごみの
投げ捨てが多い。

道路に外側線とグリーンベルト
がない。

樹木が茂って道路標識が見えな
く、歩行者の妨げにもなっている。

Ａ班

Ｂ班

道路標示を引き直し、見やすく
なりました。

樹木を剪定し、道路標識が見や
すくなり、歩行者が歩きやすく
なりました。

外側線とグリーンベルトを引き、
歩行者の安全性を確保しました。

カーブミラーを設置し、見通し
が良くなりました。

道路の段差を解消し、だれもが
通行しやすくなりました。

ごみボックスを大きくして、向
きを変えました。

③
ま
ち
を
カ
イ
ゼ
ンアフ

タ
ー

ア
フ
タ
ー

ビ
フ
ォ
ー

ビ
フ
ォ
ー
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さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

物
事
を
考
え
る
大
切
さ

　
Ａ
班
の
記
録
員
と
し
て
、「
ま
ち
歩
き
」
で
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
へ
の
記
録
や
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
改

善
計
画
書
個
票
の
作
成
に
従
事

■
今
回
の
事
業
で
感
じ
た
こ
と
は

　
私
は
建
設
計
画
課
に
所
属
し
て
い
る
の
で
、
道
・

水
路
管
理
者
の
立
場
で
本
事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

私
は
、
今
ま
で
行
政
と
住
民
が
協
働
で
進
め
る
事
業

に
携
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、

住
民
の
方
と
一
緒
に「
ま
ち
歩
き
」や「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
で
意
見
を
交
わ
す
な
か
で
、
住
民
の
方
の
地
域

を
住
み
よ
く
し
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。

■�

今
後
、
仕
事
を
進
め
て
い
く
う
え
で
生
か
し
て
い

き
た
い
こ
と
は

　
今
回
の
事
業
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
物
事
を
考
え
る
こ
と
で
す
。「
ま
ち
歩
き
」

で
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
を
は

じ
め
、
生
活
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
で
現
地
を
歩
き
ま
し
た
。
今
後
も
常
に
住
民
目
線

で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

職
員
と
の
距
離
が〝
ぐ
っ
と
〟

縮
ま
り
ま
し
た

　
納
米
里
区
か
ら
は
、
協
議
委
員
を
は
じ
め
、
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
、
高
齢
者
な
ど
多
く
の
区
民
が
参
加
し

ま
し
た
。
役
場
は
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

職
員
と
と
も
に
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
ま
ち
歩
き

を
し
て
、
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
課
題
解
決
す
る
た
め
の

話
し
合
い
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
職
員
と
の
距
離
が

“
ぐ
っ
と
”
縮
ま
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
真
の
住
民
満
足
度
の
向
上
と
は
、
区
民
自
ら
が
こ
の

よ
う
な
事
業
に
参
加
し
、
自
分
た
ち
の
手
で
地
域
を
良

く
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
何
で

も
役
場
に
お
願
い
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
出
来
る
こ
と

は
区
民
自
ら
が
取
り
組
む
べ
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
来

年
度
以
降
、
多
く
の
区
で
こ
の
よ
う
な
事
業
を
進
め
て

ほ
し
い
で
す
。

納米里区　区長
長泉町区長連絡協議会　会計
芹澤　博さん

モデル事業参加者のインタビュー

●問い合わせ●　行政課　☎989‐5500

建設計画課　主事
渡邉　秀

住
民
の
皆
さ
ん
の「
声
」を
聞
く
こ
と
が
大
切

　
Ｂ
班
の
班
長
と
し
て
「
ま
ち
歩
き
」
に
よ
る
課
題

の
整
理
や
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
の
意
見
の
取
り

ま
と
め
に
従
事

■
今
回
の
事
業
で
感
じ
た
こ
と
は

　
町
で
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
「
声
」
を
町
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
に
は
町
に
届
か
な
い
多
く

の
「
声
」
が
あ
り
ま
す
。
普
段
見
落
と
さ
れ
が
ち
な

住
民
の
皆
さ
ん
の
「
声
」
を
、
職
員
が
丁
寧
に
聞
き

取
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の

課
題
は
す
ぐ
に
解
決
が
可
能
な
も
の
と
解
決
の
た
め

に
は
長
い
時
間
と
年
月
が
か
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

後
者
の
場
合
、
な
ぜ
す
ぐ
に
で
き
な
い
の
か
を
住
民

の
皆
さ
ん
に
し
っ
か
り
と
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

■�

今
後
、
仕
事
を
進
め
て
い
く
う
え
で
生
か
し
て
い

き
た
い
こ
と
は

　
地
域
の
身
近
な
課
題
に
対
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
聞
き
、
共
に
考
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
分
担
の
も
と
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
課

題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

工事管理課　主幹
冨岡　亘
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所
得
税
の
確
定
申
告

　
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
確
定
申
告
が
必
要
と
な

る
対
象
者
や
申
告
会
場
な
ど
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
申
告
が
必
要

な
方
は
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
町
で
は
、
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
や
中
途
退
職
を
し
て
年
末

調
整
を
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、

２
月
７
日
㈫
に
南
部
地
区
セ
ン
タ
ー

で
事
前
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
詳

細
は
、
広
報
な
が
い
ず
み
１
月
15
日

号
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
月
16
日
㈭
～
３
月
15
日
㈬

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

受
付
時
間
／

　
午
前
９
時
～
11
時
、

　
午
後
１
時
～
４
時

□�年金・給与の源泉徴収票（原本）　□認め印
□�マイナンバーカードまたは通知カードと身元確認書類
（運転免許証など）
□�生命保険料・地震保険料などの控除証明書
□�国民健康保険などの社会保険料の年間支払額が分かるもの
□�医療費の領収書（医療費控除を行う方のみ）
□�障害者手帳、障害者控除対象認定書
　（対象者で障害者控除を行う方のみ、右欄参照）
□�おむつ使用証明書の代わりとなる証明書
　（対象者で医療費控除を行う方のみ、右欄参照）
□�申告者名義の通帳（還付対象の方のみ）
※�税務署から確定申告用紙などが送られてきた方は、そ
れらの書類をお持ちください。
※�代理人申告を行う場合は７ページに記載された書類な
どが必要です。

確定申告に必要な持ち物 要介護認定を受けている方へ
下記の手続きを長寿介護課で行っています。
■障害者控除対象認定書について
　65歳以上の方で、身体および精神の状態が障が
い者に準ずる場合は、身体障害者手帳などの代わ
りとなる「障害者控除対象認定書」を発行します。
持ち物／対象者の認め印
※町ホームページから電子申請ができます。
■�おむつ代を医療費として申告するのが２度目以
降の場合について

　寝たきり状態で尿失禁の発生の可能性がある場合、
おむつ使用証明書の代わりとなる証明書を発行します。
問　長寿介護課　☎989‐5511

次
の
方
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す
！

■�

事
業
・
不
動
産
・
譲
渡
所
得
な
ど

が
あ
る
方

　
事
業
を
し
て
い
る
方
や
不
動
産
収

入
が
あ
る
方
、
土
地
や
建
物
を
売
っ

た
方
な
ど
は
確
定
申
告
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
が
必
要
か
わ
か
ら
な
い

方
は
、
税
務
署
に
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■�

サ
ラ
リ
ー
マ
ン（
給
与
所
得
者
）で
、

次
の
①
～
④
に
あ
て
は
ま
る
方

①�

給
与
の
年
間
収
入
が
２
０
０
０
万

円
を
超
え
る
方

②�

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
合

計
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
方

③�

２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
、

年
末
調
整
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
収

入
額
と
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
と
の
合
計
が
年
間
20
万

円
を
超
え
る
方

④�

親
族
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
同
族
会

社
の
役
員
な
ど
で
、
そ
の
会
社
か

ら
給
与
の
ほ
か
に
貸
付
金
の
利
子
、

店
舗
な
ど
の
賃
貸
料
や
機
械
な
ど

の
使
用
料
の
支
払
い
を
受
け
て
い

る
方

※�

所
得
税
が
０
円
で
確
定
申
告
が
必

要
な
い
方
や
、
給
与
所
得
以
外
の

所
得
が
年
間
20
万
円
以
下
で
確
定

申
告
が
必
要
な
い
方
も
、
住
民
税

（
町
・
県
民
税
）
の
申
告
は
必
要

で
す
。

■
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
や
、

　
そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
方

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が
年

間
４
０
０
万
円
以
下
で
、
そ
の
他
の

所
得
が
年
間
20
万
円
以
下
の
場
合
に

は
、
確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
場
合
で
も
所
得
税
の
還
付

を
受
け
る
場
合
は
確
定
申
告
が
必
要

で
す
。

　
ま
た
、
公
的
年
金
以
外
の
そ
の
他

の
所
得
が
年
間
20
万
円
以
下
で
所
得

税
の
確
定
申
告
が
不
要
な
場
合
で
も
、

住
民
税
（
町
・
県
民
税
）
の
申
告
は

必
要
で
す
。

※�

混
雑
の
状
況
に
よ
り
受
付
時
間
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

受
付
時
間
よ
り
早
く
来
庁
さ
れ
て

も
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
期
間
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社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
）
の
導
入
に
伴
い
家
族
の
方
が
代
理
で
申

告
す
る
場
合
は
左
記
①
・
②
が
必
要
で
す
。

①�

本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド
と
身
元
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
の
写
し

②
代
理
人
の
身
元
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※�

広
報
な
が
い
ず
み
１
月
15
日
号
５
ペ
ー
ジ
の

内
容
か
ら
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

　
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
分
野
に
お
い
て
、

行
政
手
続
き
の
効
率
性
・
透
明
性
を
高
め
、
国

民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
、
公
平
・
公
正
な

社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
税
務
署
へ
提
出
す
る
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
の
確
定
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
１
月
か
ら
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

の
記
載
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
人
確
認

（
番
号
お
よ
び
身
元
確
認
）書
類
の
提
示
ま
た
は

写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
国
税
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
詳
細

は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.

nta.go.jp/m
ynum

berinfo/index.htm

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　き／２月16日㈭～27日㈪
　９：30～12：00、13：00～16：00
ところ／役場・２階ラウンジ
○印の日に開催

と　き／３月６日㈪～15日㈬
　９：30～正午、13：00～15：30
ところ／役場・２階町民ロビー
○印の日に開催

確
定
申
告
と
町
・
県
民
税
申
告

の
代
理
申
告
に
つ
い
て

　税務署から申告書が送付された方は、必ず手引書と一緒にご持参ください。
　なお、駐車場が大変混雑しますので、オートバイや自転車、徒歩などでの来
場にご協力ください。

確定申告受付会場
役場・２階ラウンジ

　営業注１や譲渡所得など、役場で受け付けできない申告の指導は、
キラメッセぬまづ（プラサ・ヴェルデ内）で行います。
と　き／２月14日㈫～３月15日㈬（土・日曜日を除く）　
　９：00～17：00（受付終了時間　16：00）
※混雑の状況により受け付けが早めに終了することがあります。
※書類の提出のみの場合は、役場で行うことができます。

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

リ
コ
ー
通
り

学
園
通
り

ホテル沼津キャッスル

沼津税務署

北口
Ｐ

沼
津
中
央
高
校

JR沼津駅 キラメッセぬまづ

営業申告、譲渡（不動産・株式）所得などの申告会場
キラメッセぬまづ（沼津市大手町1‐ 1‐ 4）

商
工
会

消
防
署

い
ず
み
公
園

南側駐車場

役場・駐車場

至裾野市

至沼津市

県
道
沼
津
小
山
線
（
旧
２
４
６
号
）

Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線

※�駐車場は役場・駐車場と南側駐車場を
ご利用ください。

無料税務相談（税理士）開催日
３月

日 月 火 水 木 金 土
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18

注�１　営業とは、食堂、レストランなどの飲食店、クリーニング、
理美容、塾、会計士、税理士、弁護士、コンサルタント業務などです。

青色申告会窓口開催日

■住宅借入金等特別控除　■特定増改築等住宅借入金等特別控除　■住宅耐震改修特別控除　■営業注１所得
■譲渡（不動産・株式）所得　■贈与税・消費税　■不動産所得（収支内訳書が未作成の場合）
■平成27年度以前の申告　■準確定申告（亡くなった方の確定申告）

役場では受け付けできない申告（キラメッセぬまづで申告してください）

●問い合わせ●　税務課　☎989‐5506
　　　　　　　　沼津税務署　☎922‐1560

２月
日 月 火 水 木 金 土
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

■�

申
告
書
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー（https://
w
w
w
.keisan.nta.go.jp/h28/ta_

top.htm

）」
で
も
作
成
で
き
ま
す
。
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楽
し
く
続
け
て
、ひ
ら
め
く
脳
に
！

「
ひ
ら
め
き
！
脳
広
場
」に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
有
酸
素
運
動

を
組
み
合
わ
せ
、
脳
に
少
し
の
混
乱
を

与
え
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
ダ
ブ

ル
タ
ス
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
地

域
の
皆
さ
ん
同
士
が
集
ま
っ
て
取
り
組

む
「
ひ
ら
め
き
！
脳
広
場
」
と
い
う
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
こ
の
活
動
に
取
り
組
む
４
つ

の
グ
ル
ー
プ
と
参
加
者
の
声
を
紹
介
し

ま
す
。

■
モ
ク
・
オ
ハ
ナ

活
動
日
／
毎
週
木
曜
日　
午
前
10
時
～

活
動
場
所
／
モ
ク
・
オ
ハ
ナ

　
（
下
長
窪
７
８
１

-

１
）

　
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
を
体
感
し
、

認
知
機
能
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
の「
居
場
所
」づ
く
り
に

も
な
る
と
考
え
、活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
わ
か
さ
」を
合
言
葉
に
、運
動
し
な

が
ら
、
お
手
玉
や
し
り
と
り
な
ど
を
同

時
に
行
い
脳
を
鍛
え
て
い
ま
す
。
何
歳

か
ら
始
め
て
も
効
果
は
で
ま
す
。
ど
う

せ
治
ら
な
い
か
ら
と
諦
め
ず
、
私
た
ち

13
人
と
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
原
分
区

活
動
日
／
毎
週
火
曜
日　
午
後
２
時
～

活
動
場
所
／
原
分
区
公
民
館

　
原
分
区
で
は
、
原
分
ス
マ
イ
ル
ク
ラ

ブ
主
催
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
会
員

以
外
の
方
も
活
動
に
参
加
し
、
現
在
20

人
程
度
で
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

楽
し
く
認
知
症
予
防
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
認
知
症
予
防
に
は
対
人
交
流
も

重
要
で
す
。
今
後
は
、
運
動
が
無
理
な

人
も
参
加
で
き
る
よ
う
公
民
館
に
「
通

い
の
場
」
を
開
設
し
、
幅
広
い
活
動
で

仲
間
の
輪
を
広
げ
、
地
域
の
健
康
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
鮎
壺
区

活
動
日
／
毎
週
火
曜
日　
午
前
10
時
～

活
動
場
所
／
鮎
壺
区
第
１
公
会
堂

　
昨
年
５
月
よ
り
、
笑
顔
が
素
敵
な
65

歳
か
ら
93
歳
ま
で
の
仲
間
と
一
緒
に
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
基
本
の
ダ
ブ
ル
タ
ス
ク
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
に
、
楽
し
み
な
が

ら
認
知
症
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

活
動
中
は
、
と
に
か
く
笑
い
が
絶
え
ま

せ
ん
。「
間
違
え
た
！
」
と
い
っ
て
は

笑
い
、
上
手
に
で
き
た
と
き
は
「
お
お
、

凄
い
！
」
と
喜
び
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
南
一
色
区

活
動
日
／
毎
週
木
曜
日　
午
前
９
時
～

活
動
場
所
／
南
一
色
区
公
民
館

　
昨
年
12
月
よ
り
、
20
人
程
度
の
認
知

症
に
関
心
の
あ
る
方
が
集
ま
り
活
動
し

て
い
ま
す
。し
り
と
り
を
し
て
、な
か
な

か
言
葉
が
出
な
い
こ
と
に
驚
い
た
り
、

思
い
が
け
な
く
面
白
い
言
葉
が
で
た
ら

大
笑
い
。
初
心
を
忘
れ
ず
、
参
加
者
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
一

緒
に
認
知
症
予
防
に
取
り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

　
こ
の
活
動
を
実
践
し
て
み
た
い
と
い

う
地
域
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
長
寿
介
護
課　
☎
989

-

５
５
１
９

▲モク・オハナで活動する皆さん

▲足踏みしりとりの様子 ▲体じゃんけんの様子

▲両手じゃんけんの様子
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新しい民生委員・児童委員を紹介します（敬称略）

情報ステーション プラス

　民生委員・児童委員は、厚生労働大臣から委嘱された委員で、地域における身近な相談役として活動する
福祉ボランティアです。困りごとがあるときは、ぜひご相談ください。
　なお、民生委員は児童委員を兼ねており、主任児童委員は児童問題を専任で担当しています。
※地域の民生委員・児童委員の連絡先などは、福祉保険課にお問い合わせください。
任　期／平成28年12月１日～平成31年11月30日（３年間）
■民生委員・児童委員
担当地区 氏　名

元長窪
井出　喜久江
井出　雅光

上長窪 岩崎　敏明
屋代住宅 深澤　八重子

下長窪

矢野　まり子
日吉　啓子
井上　敏郎
植松　敬之
土屋　宣子

池田
西島　守
海野　孝夫

尾尻住宅 大和田　弘子
谷津 渡部　辰己
駿河平 杉本　勝郎

駿河平・八分平 青木　喜洋子

南一色

上杉　司郎
江畑　均
上杉　ゆき子
藤川　茂子

南一色・
東ベ南一色 渡邉　益代

納米里

宇津木　正弘
白砂　律子
梶河　富美子
鍛治屋　清和
長谷川　清

上土狩
原　充史
三浦　洋子

担当地区 氏　名

原 河野　由美子
安達　勢千子

東 髙野　秋張
小坂　幸枝

三軒家 鈴木　初恵
三軒家・
エンゼル西 濱野　雅信

杉原 中野　正則
今宮　英雄

グランツ 近藤　幸男

原分
小澤　秀敏
富岡　純子
池田　孝夫

高田 髙畑　道子

竹原

四方　順子
鈴木　真雄
渡邉　靖子
髙田　純子
菅沼　信明
大沼　聰
髙橋　知仁

シャルマン竹原 山下　捷彦

本宿

山田　政利
川上　和代
有泉　彰
落合　光代

担当地区 氏　名

上土狩 深沢　光子
渕上　啓介

上土狩・
東邦レ自治会 野木　勉

惣ケ原 北澤　義德
エンゼル 藤田　吉明

中土狩

神山　寿美子
後藤　伊佐夫
重田　經治
原賀　奨
鈴木　英之
相川　登
山田　理惠子

中土狩・
東レ自治会 藤原　義之

荻素 佐藤　啓子
新屋町上 武田　登
新屋町中 川島　一郎

新屋町下 伊藤　陽子
杉井　幸男

鮎壺

金子　昌子
藍澤　充子
栗原　功
一杉　富美代

駅上 神田　正子
駅中 米山　高史
駅下 三輪　智美
薄原上 三ツ石　好孝

薄原下 沼上　律子
平瀬　清人

西 原　孝雄
榊　妙子

担当地区 氏　名
北小学校区 本間　不二子
南小学校区 安藤　清子

■主任児童委員

※�シャルマン区、シャリエ南区、シャリエ東区の民生委員・児童委員および長泉小学校区の主任児童委員に
ついては、選任次第お知らせします。
問　福祉保険課　☎989‐5512
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情報ステーション プラス

勤
労
者
の
皆
さ
ん
へ
「
住
宅
資
金
・
教
育
資
金
の

利
子
補
給
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

２
月
23
日
は
「
富
士
山
の
日
」

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

■
住
宅
資
金

利
子
補
給
対
象
限
度
額
（
１
件
）
／

　
１
５
０
０
万
円

補
助
利
率
／
０
・
５
％

補
助
期
間
／
最
長
10
年

補�

助
要
件
／
町
内
に
自
ら
居
住
す
る
た

め
の
住
宅
を
新
築
、
増
改
築
、
ま
た

は
土
地
や
土
地
建
物
の
購
入
を
予
定

し
て
い
る
勤
労
者
で
、
町
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
方
（
土
地
購
入
の
場
合
、

町
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
勤

労
者
、
ま
た
は
町
内
に
３
年
以
上
勤

務
し
て
い
る
方
）
な
ど

■
教
育
資
金

利
子
補
給
対
象
限
度
額
（
１
人
）
／

　
３
０
０
万
円

補
助
利
率
／
１
・
７
０
％

補�

助
期
間
／
最
長
５
年
（
最
長
４
年
６

カ
月
の
据
置
期
間
を
含
む
）

補�

助
要
件
／
町
内
に
１
年
以
上
居
住
す

る
勤
労
者
で
、
子
ど
も
な
ど
が
大
学
、

短
期
大
学
、
専
修
学
校
、
高
等
学
校

な
ど
に
進
学
・
在
学
す
る
場
合
で
、

所
得
が
８
０
０
万
円
未
満
で
あ
り
町

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
な
ど

注
意
事
項
／

・�

静
岡
県
労
働
金
庫
が
定
め
た
金
利
の

う
ち
、
補
助
利
率
で
算
定
し
た
金
額

を
補
助
し
ま
す
。

・�

資
金
の
借
り
入
れ
に
あ
た
り
、
静
岡

県
労
働
金
庫
に
よ
る
審
査
が
あ
り
ま

す
。

・�
予
算
が
な
く
な
り
次
第
、
受
け
付
け

を
終
了
し
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
産
業
振
興
課　
☎
989

-

５
５
１
６

　
静
岡
県
労
働
金
庫
三
島
支
店

　
☎
973

-

９
１
１
１

　
町
で
は
、勤
労
者
の
皆
さ
ん
が
必
要
と
す
る
住
宅
資
金
、教
育
資
金
を
静
岡
県
労
働

金
庫
か
ら
借
り
入
れ
る
場
合
、次
の
要
件
を
満
た
す
方
に
利
子
を
補
給
し
て
い
ま
す
。
　
静
岡
県
で
は
「
富
士
山
の
日
条
例
」

を
制
定
し
「
す
べ
て
の
県
民
が
富
士
山

に
つ
い
て
学
び
、考
え
、想
い
を
寄
せ
、

富
士
山
憲
章
の
理
念
に
基
づ
き
、
後
世

に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
期
す
る
日
」
と
し

て
、
２
月
23
日
を
「
富
士
山
の
日
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の「
富
士
山
の
日
」を
記
念
し
て
、

啓
発
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
改
め
て
富
士
山

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
配
架

と　
き
／
２
月
３
日
㈮
～
28
日
㈫

と
こ
ろ
／
福
祉
会
館

②
温
水
プ
ー
ル
無
料
開
放

と　
き
／
２
月
23
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
午
後
５
時
30
分
～
９
時
30
分

と
こ
ろ
／
温
水
プ
ー
ル

　
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み
内
）

③
富
士
山
関
係
の
資
料
の
展
示
・
紹
介

と　
き
／
２
月
３
日
㈮
～
３
月
１
日
㈬

と
こ
ろ
／
町
民
図
書
館

④�

絵
画
教
室
「
岩
絵
具
を
使
っ
て
富
士

山
を
描
く
」（
全
２
回
）

と　
き
／
２
月
22
日
㈬
、
３
月
１
日
㈬

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
２
回
で
１
つ
の
作
品
を
作
り
ま
す
。

と
こ
ろ
／
桃
沢
工
芸
村

※�

④
は
、
１
月
25
日
㈬
か
ら
募
集
を
開

始
し
て
い
ま
す（
先
着
18
人
）。詳
細

は
、
広
報
な
が
い
ず
み
１
月
15
日
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
①
福
祉
保
険
課　
☎
989

-

５
５
１
２

　
②
健
康
増
進
課　
☎
989

-

５
５
１
０

　
③
町
民
図
書
館　
☎
988

-

７
８
０
１

　
④
生
涯
学
習
課　
☎
986

-

２
２
８
９
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お
知
ら
せ

i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

i

２
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　
２
月
の
児
童
手
当
は
、
平
成
28
年
10

月
か
ら
平
成
29
年
１
月
ま
で
の
４
カ
月

分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
金
融
機
関
や
口
座
名
義
人
の

氏
名
を
変
更
し
た
と
き
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
た
と
き
、
子
ど
も
を
養
育
し
な
く

な
っ
た
と
き
、公
務
員
に
な
っ
た
と
き
、

住
所
変
更
を
し
た
と
き
は
、
必
ず
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
日
／
２
月
13
日
㈪

問　
こ
ど
も
育
成
課　
☎
989

-

５
５
２
８

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
相
談
を
専

門
医
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
眠
れ
な
い
、
気
分
が
落
ち
込
む
な
ど

で
お
悩
み
の
方
や
家
族
の
様
子
が
い
つ

も
と
違
い
心
配
な
方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
３
月
６
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
～
、
２
時
20
分
～
、

　
３
時
10
分
～

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

対�　
象
／
町
内
在
住
の
方
ま
た
は
そ
の

家
族

定　
員
／
３
人
（
先
着
順
）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
内
容
な
ど
、
個
人
情
報
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

町
民
図
書
館
を
臨
時
休
館
し
ま
す

　
蔵
書
点
検
の
た
め
左
記
の
期
間
は
、

町
民
図
書
館
を
臨
時
休
館
し
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　
き
／
２
月
13
日
㈪
～
20
日
㈪

■
休
館
中
の
返
却

　
�

２
月
14
日
㈫
か
ら
19
日
㈰
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
の
間
は
図
書
館
入

り
口
で
返
却
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※�

そ
の
ほ
か
の
時
間
帯
や
月
曜
日
は
図

書
館
臨
時
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※�

ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
破
損
の

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
図
書
館
臨
時
返

却
ポ
ス
ト
に
は
投
函
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

問　
町
民
図
書
館　
☎
988

-

７
８
０
１

下
水
道
を
適
切
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
下
水
道
に
流
す
こ
と
が
で
き
る
も
の

は
、
ト
イ
レ
や
風
呂
、
台
所
な
ど
の
汚

水
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
異
物
な
ど
に
よ
り
下
水
道
施
設
が
故

障
す
る
と
、
正
常
な
排
水
が
で
き
ず
、

汚
水
が
溢
れ
出
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
紙
お
む
つ
や
タ
オ
ル
、
水
に
溶
け
に

く
い
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
は
絶
対
に
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
飲
食
店
や
食
品
製
造
の
事
業

者
の
方
は
、グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ（
食
べ

物
な
ど
細
か
い
ご
み
や
油
な
ど
を
流
さ

な
い
た
め
の
設
備
）
の
利
用
な
ど
に
よ

る
適
切
な
排
水
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

問　
上
下
水
道
課　
☎
989

-

５
５
２
４

特
別
児
童
扶
養
手
当
を

ご
存
知
で
す
か

　
「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」は
、心
身
に

中
度
・
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
常
時

介
護
が
必
要
な
児
童
を
家
庭
で
養
育
し

て
い
る
場
合
、
そ
の
児
童
が
20
歳
に
な

る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

※�

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
入

所
や
障
が
い
を
理
由
と
す
る
公
的
年

金
の
受
給
を
し
て
い
る
場
合
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

区
分
と
手
当
（
平
成
28
年
度
現
在
）
／

・
１
級
…
５
万
１
５
０
０
円
（
月
額
）

・
２
級
…
３
万
４
３
０
０
円
（
月
額
）

※�

新
規
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
障
が
い
の
程
度
・
所
得
な
ど

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
福
祉
保
険
課　
☎
989

-

５
５
１
２

募
集

w
a
n
t
e
d

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
食
事
を
作
る
こ
と
は
、
健
康
づ
く
り

の
第
一
歩
で
す
。
自
身
の
健
康
の
た
め

に
も
、料
理
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き
／
３
月
１
日
㈬

　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

内�　
容
／
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の

調
理
実
習

対　
象
／
町
内
在
住
の
男
性
の
方

定　
員
／
20
人
（
先
着
順
・
要
予
約
）

参
加
費
／
無
料

持�

ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ

ル
、
室
内
履
き

申
込
期
間
／
２
月
10
日
㈮
～
22
日
㈬

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

情報ステーション

絶対に流さないでください

ティッシュ

タオル

紙おむつ

…など
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情報ステーション

こ
ど
も
育
成
課

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
人
数
／
１
人

勤
務
期
間
／

　
４
月
１
日
～
９
月
30
日（
更
新
あ
り
）

勤�

務
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分（
緊
急
対
応
時
の
残
業
あ
り
）

勤
務
内
容
／
児
童
家
庭
相
談
な
ど

応�

募
資
格
／
保
健
師
、
臨
床
心
理
士
、

保
育
士
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
、
社
会

福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
方
、

児
童
虐
待
に
関
す
る
知
識
・
経
験
の

あ
る
方

※
書
類
選
考
、
面
接
が
あ
り
ま
す
。

給　
与
／
月
給
17
万
５
５
０
０
円
～

※
社
会
保
険
の
適
用
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限
／
２
月
24
日
㈮

申
込
方
法
／

　
履
歴
書
を
こ
ど
も
育
成
課
へ
提
出

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
こ
ど
も
育
成
課　
☎
989

-

５
５
２
８

町
民
図
書
館

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
人
数
／
１
人

勤�

務
期
間
／
４
月
１
日
～
９
月
30
日
の

週
５
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
・
休
日

を
含
む
、
更
新
あ
り
）

勤
務
時
間
／
左
記
の
①
・
②
の
交
代
制

　
①
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
②
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
15
分

勤
務
内
容
／
図
書
館
業
務
全
般

応�

募
資
格
／
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る

方
（
図
書
館
司
書
の
資
格
を
有
す
る

方
を
優
先
）

※
書
類
選
考
、
面
接
が
あ
り
ま
す
。

時
間
給
／
９
７
０
円

※
社
会
保
険
の
適
用
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限
／
２
月
21
日
㈫

申
込
方
法
／

　
履
歴
書
を
町
民
図
書
館
へ
提
出

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
町
民
図
書
館　
☎
988

-
７
８
０
１

「
第
10
回
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
と
は
２
人
１
組
の

ペ
ア
が
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
芸
術
性

や
ス
ポ
ー
ツ
性
の
あ
る
ダ
ン
ス
で
す
。

　
今
年
は
古
屋
好
克
・
松
橋
千
春
プ
ロ

ペ
ア
が
特
別
参
加
し
ま
す
。

と　
き
／
４
月
９
日
㈰
午
後
６
時
～

と
こ
ろ
／
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

定　
員
／
２
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費
（
１
人
）
／
１
５
０
０
円

※
申
込
時
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
／

　
２
月
６
日
㈪
～
３
月
31
日
㈮

申
込
場
所
／
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

※�

フ
ロ
ア
保
護
の
た
め
ヒ
ー
ル
カ
バ
ー

を
必
ず
装
着
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
体
育
協
会　
☎
987

-

５
８
５
９

わ
く
健
ク
ラ
ブ
「
青
野
川
散
策
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
南
伊
豆
町
下
賀
茂
温
泉
「
み
な
み
の

桜
と
菜
の
花
畑
が
広
が
る
青
野
川
」
を

の
ん
び
り
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

と�　
き
／
２
月
24
日
㈮
午
前
７
時
30
分

～
午
後
５
時
30
分
（
予
定
）

集
合・解
散
場
所
／
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

対　
象
／
高
校
生
以
上
の
方

定　
員
／
49
人
（
先
着
順
）

参
加
費
（
バ
ス
代
、保
険
料
を
含
む
）／

　
一
般　
３
０
０
０
円

　
ク
ラ
ブ
会
員　
２
５
０
０
円

申
込
期
間
／
２
月
13
日
㈪
～
15
日
㈬

申
込
場
所
／
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

※
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
体
育
協
会　
☎
987

-

５
８
５
９

長
泉
町
商
工
会

正
規
職
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
人
数
／
１
人

　
（
平
成
29
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

勤
務
内
容
／

　
�

会
員
企
業
な
ど
の
経
営
支
援
、
地
域

振
興
対
策
な
ど
の
商
工
会
業
務
全
般

採�

用
条
件
／
次
の
①
～
④
す
べ
て
を
満

た
す
方

①�

大
学
（
大
学
院
）
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
方

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
持
つ
方

③
簿
記
３
級
以
上
を
持
つ
方

④�

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
、
E
x
c
e
l
を
使
用
で

き
る
方

申
込
期
限
／
２
月
15
日
㈬
（
必
着
）

申�

込
方
法
／

　

�

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
、
②
履

歴
書
、
③
職
務
経
歴
書
（
職
務
経
験

が
あ
る
方
の
み
）、
④
卒
業
証
明
書

ま
た
は
卒
業
見
込
み
証
明
書
、
⑤
成

績
証
明
書
を
商
工
会
へ
直
接
提
出
ま

た
は
送
付

■
試
験
に
つ
い
て

と　
き
／
２
月
21
日
㈫

と
こ
ろ
／
商
工
会

内　
容
／
小
論
文
（
２
題
）
と
面
接

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
商
工
会　
☎
986

-

０
６
８
５

　
〒
411

-

０
９
４
３

　
下
土
狩
９
７
３

-

38

「
ひ
な
ま
つ
り
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
」参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
造
花
を
使
っ
て
ひ
な
ま
つ
り
の
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

と　
き
／
２
月
16
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

参
加
費
／

　
２
０
０
０
円
（
材
料
費
を
含
む
）

持
ち
物
／
花
ば
さ
み

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
988

-

２
６
７
０
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応
急
手
当
普
及
員
講
習
会

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

と　
き
／
３
月
５
日
㈰
、
12
日
㈰
、

　
19
日
㈰
の
３
日
間　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

と�

こ
ろ
／
富
士
山
南
東
消
防
本
部
三
島

消
防
庁
舎（
三
島
市
南
田
町
４

-

40
）

内�　
容
／
三
角
巾
法
、
搬
送
法
、
心
肺

蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
な
ど

※�

最
終
日
に
認
定
の
た
め
の
試
験
が
あ

り
ま
す
。

対　
象
／
３
日
間
す
べ
て
参
加
で
き
る
方

定�　
員
／
10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
三
島
市
、
裾
野
市
、
長
泉
町
に

在
住・在
勤
の
方
を
優
先
し
た
抽
選
）

参
加
費
／
無
料

申
込
期
限
／
２
月
22
日
㈬

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問　
富
士
山
南
東
消
防
本
部
警
防
救
急
課

　
☎
972

-

５
８
０
３

　
FAX
973

-

０
１
２
５

「
第
67
回
静
岡
県
勤
労
者
総
合
美

術
展
」
作
品
を
募
集
し
ま
す

展
示
期
間
／
４
月
５
日
㈬
～
９
日
㈰

展
示
場
所
／
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ

　
（
静
岡
市
駿
河
区
池
田
79

-

４
）

募�

集
作
品
／
絵
画
、書
、写
真
、手
工
芸
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

応
募
資
格
／
県
内
の
勤
労
者

出
品
料
／
無
料

応
募
期
間
／
２
月
20
日
㈪
～
３
月
10
日
㈮

※�

応
募
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

　
☎
054

-

221

-

６
２
４
１

催
し

e
v

e
n

t
s

人
権
に
関
す
る
作
品
を
展
示
し
ま
す

　
町
内
の
小
学
校
５
・
６
年
生
が
作
成

し
た
人
権
ポ
ス
タ
ー
や
町
内
中
学
校
の

生
徒
が
書
い
た
人
権
作
文
の
優
秀
作
品
、

長
泉
小
作
成
の
ひ
ま
わ
り
の
花
パ
ネ
ル

を
展
示
し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
２
月
10
日
㈮
午
後
１
時
～

　
17
日
㈮
午
後
３
時

と
こ
ろ
／
福
祉
会
館
連
絡
通
路

問　
行
政
課　
☎
989

-

５
５
０
０

掲
示
板

b
u
l
l
e
t
i
n
 
b
o
a
r
d

リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
た
ん
ぽ
ぽ

無
料
体
験
会
を
開
催
し
ま
す

　
親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
リ
ズ
ム

遊
び
を
行
い
ま
す
。

と　
き
／
平
日
の
午
前
中

※�

詳
し
い
日
程
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

と
こ
ろ
／
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ

対　
象
／

　

�

平
成
28
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

参
加
費
／
無
料

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
鈴
木
さ
ん

　
☎
090

-

２
２
６
９

-

８
８
５
８

日
本
習
字
体
験
教
室
を

開
催
し
ま
す

と　
き
／

　
２
月
17
日
㈮
午
後
３
時
～
６
時
、

　
18
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

　
（
１
回
30
分
程
度
、
２
組
ず
つ
）

と
こ
ろ
／
生
田
さ
ん
宅（
新
屋
町
上
区
）

対　
象
／
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

参
加
費
／
無
料

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
日
本
習
字
長
泉
支
部　
生
田
さ
ん

　
☎
090

-

７
２
３
０

-

８
０
５
３

福
朗
の
よ
み
も
の
屋

「
お
は
な
し
の
世
界
と
小
さ
な
劇
」

を
開
催
し
ま
す

と　
き
／
２
月
26
日
㈰

開　
演
／
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み

内　
容
／

　

�

お
は
な
し
の
世
界
と
小
さ
な
劇
「
三

枚
の
お
ふ
だ
」

定　
員
／
60
人

参
加
費
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
事
業
は
、
長
泉
町
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
補
助
金
交
付

を
受
け
て
い
ま
す
。

問　
有
井
さ
ん　
☎
986

-

５
６
７
３

「
家
庭
で
も
役
立
つ
認
知
症
予
防

初
級
資
格
講
座
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

と　
き
／
２
月
11
日
㈷

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ
／
沼
津
労
政
会
館

　
（
沼
津
市
高
島
本
町
１

-

３
）

内　
容
／

　

�

認
知
症
予
防
の
知
識
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
メ
ニ
ュ
ー
講
習
と
実
技
指
導

講�　
師
／
西
牧
優
樹
さ
ん

　

�（
一
般
社
団
法
人
脳
活
ト
レ
ー
ナ
ー

協
会
理
事
長
）

定　
員
／
30
人

参
加
費
／

　
７
５
６
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

申
込
期
限
／

　
２
月
10
日
㈮

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
岡
田
さ
ん　

　
☎
090

-

３
２
５
４

-

９
７
３
５

●掲示板に掲載を希望される方は、次のことにご注意ください●
①原稿には「とき、ところ、内容、対象、定員、参加費、申込期限、問い合わせ先、電話番号」を記載してください。②開催日、申込期限は、
広報発行日の10日以降に設定してください。③掲載は町内で無料で開催されるものを優先させていただきます。④情報は紙面の都合上、内容の
省略および掲載できない場合があります。⑤原稿の提出期限は掲載を希望する広報発行日の１カ月前とさせていただきます。
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　12月６日㈫に薄原上区地域セミナー「お料理教
室」がベルフォーレで行われ、12人の区民の方が
参加しました。
　煮込みハンバーグやショートケーキなど４品の
料理の作り方やポイントを学び、調理を行いまし
た。参加した区民の方たちは互いに声を掛け合い、
和気あいあいと調理を楽しみました。

いしい料理で地域づくり
薄原上地域セミナー開催お

　12月４日㈰の地域防災の日に各小学校を会場に
防災訓練が行われ、家具などの下敷きになった人
の救助方法や消火器、三角巾の使い方など災害時
に役立つ知識や技術を学びました。また、南小で
は、災害時での聴覚障がい者に対する接し方や災
害手話体験のブースが設けられ、参加者は一生懸
命に手話を学んでいました。

域の防災力を高める
地域防災の日地

　12月３日㈯、４日㈰にベルフォーレで第26回長
泉ピアノマラソンが開催されました。総勢328人、
296組の参加者がピアノの独奏や連弾、合奏を披
露しました。
　毎年、参加者たちはベーゼンドルファーのフル
コンサートピアノを弾くことを楽しみにし、今年
もピアノの美しい音色を響かせていました。

しい音色を響かせて
長泉ピアノマラソン美

▲災害手話体験
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　「社会を明るくする運動」作文コンテストにお
いて、応募総数4369点の中から、北中３年生の髙
橋葵さんが県知事賞の最優秀賞を受賞し、12月19
日㈪に町へ報告をしました。
　髙橋さんは「自分の体験を通して作文を書くこ
とができた。受賞できて、うれしいです」と話し
ました。

会を明るくする運動
作文コンテスト最優秀賞受賞社

　12月11日㈰、南小で町消防団第３分団への消防
ポンプ自動車貸与式が開催され、副町長から加藤
団長へ、ポンプ車の鍵が渡されました。今回導入
された車は、旧車両より一回り小さい３トン車で、
狭い道路での走行がしやすくなりました。また、
旧車両は町消防団業務に貢献のある特種東海製紙
㈱に譲与されました。

防団へポンプ車を貸与
さらなる消防活動の強化へ消

　昨年度、完売となり大好評であった干しいも「と
がり芋」の販売が始まりました。
　今年度は、さらに商品の質を高め、より地域に根
付いてほしいという思いを込めて製造しました。
現在、町内のマックスバリュ３店舗とキミサワグ
ラッテ１店舗で販売をしていますので、見かけた
際はぜひお試しください。

たな特産品を目指して
「とがり芋」の販売開始新

　町内母親たちによる音楽サークル「くいしんぼ
～ん」が新たに、町内のジオポント10カ所を紹介
する楽曲「ジオロビックス」を制作し、12月12日
㈪に長泉幼稚園で発表をしました。歌からジオパー
クに興味を持ってもらいたいという思いを込めて
作られた楽曲は、子どもたちが踊って楽しめる振
り付けも取り入れられています。

内ジオポイントを詰め込んだ
楽曲「ジオロビックス」完成 !町
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　１月８日㈰に長泉町消防団と長泉消防署がウェ
ルピアながいずみで消防出初式を行いました。式
典では、長年活躍した消防団員の表彰や、各分団
から選抜された団員による訓練礼式、エンゼル幼
稚園幼年消防クラブの園児たちによる太鼓演奏の
アトラクションが披露されました。式典後には、
黄瀬川河川敷付近で祈念放水が行われました。

年の無火災・無災害を願い
消防出初式開催１

　１月８日㈰にベルフォーレで成人式が開催され、
425人の新成人が誕生しました。いずみ太鼓の演奏
や小・中学校時代の写真を紹介する「思い出のアル
バム」の上映を楽しんだ後、式典に臨み、新成人代
表の荒井亮さんと寺嶋樹莉亜さんが「よりよい社会
をつくっていきます」と誓いました。

たな門出を祝福！
成人式開催新

◀�式典後には、無料歯
科健診が行われ、歯
や口の健康の大切さ
を呼びかけました。
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　㈱ふじやまファーム（上長窪）が売り出してい
る黒毛和牛「ふじやま和牛」が、12月13日㈫に神
戸市で行われた「長崎県産和牛枝肉共励会」で、
金賞を受賞しました。また、静岡県が認定する「し
ずおか食セレクション」に認定されました。代表
の渡邉茂さんは「これからも皆さんにおいしいと
言ってもらえる肉を作り続けます」と話しました。

じやま和牛、品質を高く評価され
２年連続金賞受賞！ふ

アダンス小学生、中学生
各編成で全国優勝！チ

　沼津人権擁護委員協議会は毎年小学生を対象に
人権ポスターコンテストを開催しています。このほ
ど、応募作品769点の中から、清和羽音さん（北小６年）
が最優秀賞を受賞し、１月13日㈮に、北小で町人権
擁護委員から表彰状が贈呈されました。作品は、２
月10日㈮午後１時から17日㈮午後３時まで福祉会
館通路にて展示しています。ぜひ、ご覧ください。

手の気持ちを考えて
人権ポスター最優秀賞受賞相

　12月25日㈰に「天皇杯・皇后杯全日本バレーボー
ル選手権大会」で東レ・アローズが３大会ぶりに
優勝を果たし、28日㈬に町へ結果を報告しました。
　小林監督は「難しい試合もたくさんあったが、
結果には満足しています。Ｖリーグも優勝をめざ
します」と大会を振り返り、リーグへの力強い意
気込みを語りました。

レ・アローズ
３大会ぶり、８度目の優勝！東

　11月に東京で開催された「全日本チアダンス選
手権大会・全日本学生チアダンス選手権大会」
Cheer�Dance部門中学生編成でC�★�STAR�T-girl
（富士市）が優勝、同部門Youth編成でC�★�STAR�
T-girl☆Jが優勝しました。長泉中と北小に通う出
場メンバー４人が１月17日㈫に結果を町に報告し
それぞれ大会に込めた思いや感想を話しました。
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平成29年青木村成人式が行われました
　１月２日㉁に青木村文化会館において、平成29年
青木村成人式が行われました。新成人は、平成８年
４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方々
で、男性25名、女性23名の計48名が出席しました。
真新しいスーツや華やかな晴れ着に身を包み、久し
ぶりの再会に大いに盛り上がりました。多くの新成
人から「青木村のために貢献したい」「青木村で育っ
たこと、学んだことを誇りに立派な大人になれるよ
うに頑張ります」など頼もしい言葉を聞くことがで
きました。

問い合わせ　青木村役場・総務企画課　☎0268-49-0111
姉 妹 都 市 通 信 !Hello青木村から長野県長野県

レシピ紹介 学 校 給 食からBonjour!Bonjour!
問い合わせ　給食センター　☎986-9033

エネルギー タンパク質 脂　質 塩　分
131kcal 6.9g 3.0g 1.3g

材料（小学３年生４人分）

きりたんぽ�� �120ｇ
鶏むね肉�� �80ｇ
油揚げ�� �６ｇ
ごぼう�� �20ｇ
つきこんにゃく�� �40ｇ
まいたけ�� �40ｇ
長泉白ネギ�� �20ｇ
※�大量調理用のレシピのため調味料はお好みで調整
してください。

作り方

①�鶏むね肉をこま切れ、油揚げを短冊切り、ごぼう
を笹がき、まいたけをほぐす、長泉白ネギを小口
切り、にんじんをいちょう切り、せりを３㎝幅に、
きりたんぽを一口大にそれぞれ切る。つきこんにゃ
くを下ゆでする。

②�鶏がらスープに鶏むね肉、野菜、つきこんにゃく
を入れ、あくを取りながら煮込む。

③�調味料を入れ、味を調える。
④�きりたんぽを入れ、崩れないように一煮立ちさせ
る。

にんじん�� �35ｇ
せり�� �４ｇ
鶏がらスープ�� �適量
しょうゆ�� �大さじ２
食塩�� �少々
みりん�� �小さじ１
酒�� �小さじ１

日本各地の食文化を学ぶ　郷土料理
　学校給食では児童・生徒に地域のすばらしさを知っ
てもらい、郷土愛を育むことを目的に、毎月１品、
日本の郷土料理を献立に取り入れています。郷土料
理とは、その土地ならではの伝統料理のことです。
日本は四季の変化が豊かなため、地域や季節によっ
てさまざまな食文化や郷土料理が受け継がれてきま
した。
　これまで、兵庫県の「ばち汁」、宮城県の「おく
ずかけ」、埼玉県の「ゼリーフライ」、秋田県の「だ
まこ汁」、広島県の「水軍汁」などを取り入れました。
また、昨年度、長泉中の給食委員会活動で行われた
郷土料理についてのアンケート結果から、生徒の興
味がある郷土料理として挙げられた「きりたんぽ汁」
を献立に取り入れました。

きりたんぽ汁
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協力医が変更される場合がありますので
事前に電話で確認してください。
救急協力医テレホンサービス
☎055－983－0115

月16日〜28日

救急協力医2

沼津夜間救急医療センター
☎ 055－926－8699
沼津市日の出町1－15

三島メディカルセンター
☎ 055－972－0711
三島市南本町4－31

外科・内科・小児科 外科・内科・小児科

　　　　　平　日　20：30～翌朝７：00
土、日、祝・休日　18：00～翌朝７：00

　　　平　日　18：00～22：00
　　　土曜日　14：00～21：00
日、祝・休日　９：00～21：00

平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

外　科
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

内　科
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

小児科

16日㈭ 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿 鬼頭クリニック�（999）4810� 長泉町本宿 西村医院� （971）6510� 長泉町下土狩

17日㈮ 萩野クリニック�（966）7111� 沼津市根古屋 杉山（規）医院� （992）0028� 裾野市平松 りゅうじん医院�（988）3133� 長泉町下土狩

18日㈯ 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿 沼津リハビリテーション�（931）1911� 沼津市上香貫蔓陀ケ原 よざ小児科� （967）5722� 沼津市原

19日㈰
東医院� （921）5520� 沼津市高沢町
山本整形外科・循環器科�（989）8111� 長泉町南一色
遠藤医院� （997）0533� 裾野市葛山

池田病院� （986）1212� 長泉町本宿
小林（米山町）医院�（921）2165� 沼津市米山町
遠藤医院� （997）0533� 裾野市葛山

杉谷小児科� （923）6543� 沼津市筒井町

20日㈪ 五十嵐クリニック�（934）6700� 沼津市志下 さはこクリニック�（999）3850� 長泉町中土狩 西村医院� （971）6510� 長泉町下土狩

21日㈫ ふじわらクリニック�（924）8777� 沼津市寿町 なおきクリニック�（929）8555� 沼津市東椎路 さくま小児科� （992）6303� 裾野市茶畑

22日㈬ おおしろクリニック�（976）0027� 清水町堂庭 森岡医院� （962）1084� 沼津市大岡 大橋内科・小児科�（992）2800� 裾野市佐野

23日㈭ 池田病院� （986）1212� 長泉町本宿 旭医院� （966）0031� 沼津市原 すずきファミリー�（960）0333� 沼津市一本松

24日㈮ 関外科� （921）2185� 沼津市花園町 おおい医院� （922）8886� 沼津市北高島町 よざ小児科� （967）5722� 沼津市原

25日㈯ 聖隷沼津� （952）1000� 沼津市松下 大橋内科・小児科�（992）2800� 裾野市佐野 白十字小児科� （933）5111� 沼津市下香貫馬場

26日㈰ 遠藤クリニック�（975）8801� 清水町久米田
守重医院� （931）2511� 沼津市我入道江川

岩渕内科医院� （951）4579� 沼津市添地町
小林（今沢）医院�（966）7700� 沼津市今沢
鈴木（茂）医院� （993）0430� 裾野市佐野

りゅうじん医院�（988）3133� 長泉町下土狩

27日㈪ 田沢医院� （962）1205� 沼津市大手町 東名裾野病院� （997）0200� 裾野市御宿 まるやま小児科�（981）8577� 清水町堂庭

28日㈫ 西方外科� （921）1333� 沼津市共栄町 本村クリニック�（969）0001� 沼津市大塚 さくま小児科� （992）6303� 裾野市茶畑

耳鼻科
８：00～17：00

19日
㈰

わたなべ耳鼻咽喉科
0545（65）6787　富士市松岡

26日
㈰

内藤耳鼻咽喉科
（987）1717　長泉町桜堤

眼　科
８：00～17：00

19日
㈰

木村眼科
（967）4611　沼津市原

26日
㈰

静岡医療センター
（975）2000　清水町長沢

産婦人科
８：00～17：00

19日
㈰

かまたクリニック
（988）2488　三島市文教町

26日
㈰

井関マタニティ
（952）4103　沼津市八幡町

歯　科
９：00～15：00

19日
㈰

吉田歯科医院
（987）6118　長泉町納米里

26日
㈰

米山歯科クリニック
（988）0880　長泉町下土狩



あ つま れ
お ともだ ち１歳６カ月の１歳６カ月の

H27.6月生まれ

1月13日㈮
１歳６カ月児健診で撮影
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